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後
も
国
内
外
に
対
し
、〝
東
海
村
ら
し
い
〞貢
献
を
行
う
。

▼
原
子
力
の
有
益
性
と
と
も
に
、
原
子
力
の
危
険
性
も

十
二
分
に
認
識
し
て
い
る
東
海
村
は
、
謙
虚
な
姿
勢
を

持
っ
て
、
地
域
社
会
と
原
子
力
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

②
研
究
開
発
か
ら
原
子
力
発
電
ま
で
、
原
子
力
を
総
合
的

に
実
施
で
き
る
高
度
な
人
材
と
施
設･

設
備
を
保
有
し
て

お
り
、
こ
れ
は
世
界
的
に
み
て
も
極
め
て
珍
し
い
地
域

で
あ
る
こ
と
。

▼
原
子
力
の
安
全
と
平
和
利
用
の
推
進
、
新
た
な
原
子
力

科
学
の
発
展
の
た
め
に
、〝
東
海
村
ら
し
さ
〞を
生
か
し
、

積
極
的
役
割
を
果
た
す
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
は
、

日
本
社
会
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
ま
で
も
が
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
完
成
に
よ
っ
て
、
原
子
力
と
の
関
係
に
お
い
て
新
た
な
地
平
が
開
け
て
き
た
東

海
村
。
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
し
い
原
子
力
科
学
―
―
こ
の
２
つ
の
世
界
と
本
村
と

の
今
後
の
関
係
性
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
村
で
は
、「
東
海
村
を
原
子
力
セ
ン
タ
ー
に
す
る
懇
談
会
」を
設
置
し
、
有
識
者
を
交
え
た

話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
原
子
力
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
本
村
を
原
子
力
開
発
か
ら
最
先
端
科
学
に
及
ぶ
幅

広
い
原
子
力
の
拠
点
と
し
て
、
世
界
へ
貢
献
す
る「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
懇
談
会
の
中
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る「
東
海
村
と
原
子
力
の
将
来
像（〝
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）〞の
基

本
的
考
え
方
）」に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

原
子
力
科
学
と
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

原
子
力
科
学
と
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）」の
基
本
的
な
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す

「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）」の
基
本
的
な
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す

「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」と
は
？

　

村
が
目
指
す「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」と
は
、〝
原
子
力
の
拠

点（Center O
f Excellence

）〞を
意
味
し
て
い
ま
す
。
原

子
力
に
関
し
、
目
標
を
共
有
し
、
優
秀
な
人
材
と
卓
越
し

た
施
設･

設
備
が
集
約
さ
れ
、
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
地
域

と
い
う
趣
旨
で
す
。

東
海
村
の
特
徴･

期
待
と
役
割

①
わ
が
国
の
原
子
力
を
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
先
導（
パ
イ
オ
ニ

ア
）し
、
原
子
力
利
用
の
重
さ
も
体
感（
村
民
を
巻
き
込
む

大
事
故
を
経
験
）し
て
き
た
地
域
で
あ
る
こ
と
。

▼
昭
和
30
年
の
開
村
以
来
、
原
子
力
政
策
の
発
展
と
重
な

る
東
海
村
の
歴
史
は
、
村
に
と
っ
て
の
誇
り
で
あ
り
、
今

③
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う

動
向
が
世
界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
、
原
子
力
安
全

へ
の
懸
念
、
核
拡
散
や
核
テ
ロ
の
リ
ス
ク
の
増
大
、
さ

ら
に
は
核
燃
料
の
安
定
供
給
、
使
用
済
燃
料
の
処
理
や

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
と
い
っ
た
課
題
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
原
子
力
と
人
類･

地
球･

地
域
社
会
と
の
共
生･

共

存
、
こ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
原
子
力
政
策
上
の
課
題

（
特
に
人
材
基
盤
や
科
学･

技
術
基
盤
）へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

▼
地
域
社
会
と
世
界
の
安
全･

安
心
の
た
め
に
東
海
村
が
で

き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
積
極
的
に

提
案
し
、
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

▼
20
世
紀
後
半
、
原
子
力
の
民
生
利
用
の
第
１
ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
、
東
海
村
は
、
国
主
導
の
下
で
の
20
世
紀
型

の「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」で
あ
っ
た
。

地
域
主
権
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
経
済
発
展
至
上
主
義
か

ら
脱
却
し
真
に
豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
べ

き
と
の
理
念
が
う
た
わ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
、
国
の
原

子
力
政
策
に
お
い
て
も
電
力
自
由
化
や
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
の
事
業
化
に
伴
い
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
東
海
村
は
、
21
世
紀
型
の「
原
子
力
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
、
自
ら
が
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
進
む

べ
き
方
向
を
再
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

基
本
的
な
理
念
と
視
点

▼
村
民
や
地
域
行
政
と
原
子
力
関
係
者
が
原
子
力
セ
ン
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　このフォーラムは、９月３日（金）に行われた第
１回「東海村を原子力センターにする懇談会」での
議論について、懇談会委員から紹介するとともに、
これを踏まえた懇談会委員と参加者との意見交換
の場として開催するものです。公開形式で開催し
ますので、ぜひご参加ください。
■期　　日 ９月25日（土） 
■時　　間 午後１時30分～４時30分
■場　　所 テクノ交流館リコッティ
■対　　象 村内在住･在勤･在学の方等
■定　　員 先着150人
■内　　容 

■問い合わせ 企画政策部政策推進課政策推進担
当（☎282-1711 内線1332）※事前申し込みは
不要です。

「東海村と原子力の未来を考えるフォーラム「東海村と原子力の未来を考えるフォーラム
2010」を開催します！2010」を開催します！

13：45～14：30「東海村を原子力センターにする懇談会」での議論の紹介

▼報告者…田中俊一さん（東海村を原子力セン
ターにする懇談会会長･元内閣府原子力委員
会委員長代理）

14：30～16：30 ディスカッション「原子力センターとまちづくり」

▼コーディネーター…渋谷敦司さん（茨城大学
地域総合研究所所長）

▼懇談会委員…田中俊一さん（同上）、上坂充
さん（東京大学大学院工学系研究科原子力専
攻教授）、谷口武俊さん（（財）電力中央研究
所研究参事）、永宮正治さん（ＪーＰＡＲＣ
センター長）、福地伸さん（茨城県企画部理
事兼科学技術振興監）、横溝英明さん（（独）
日本原子力研究開発機構理事･東海研究開発
センター長）

▼村代表…村上達也（村長）

に
貢
献
す
る
取
り
組
み
。
▼
地
域
社
会
が
参
加
で
き
る
仕

組
み（
科
学
的･

客
観
的
デ
ー
タ
の
地
域
社
会
へ
の
提
供
と

地
域
社
会
か
ら
の
提
案
が
で
き
る
仕
組
み
）。
▼
自
然
科
学

･

工
学
の
知
の
み
な
ら
ず
、
社
会
科
学
や
政
策
科
学
の
知
に

つ
い
て
も
拠
点
化
す
る
こ
と
。

③
最
先
端
の
原
子
力
科
学
や
原
子
力
基
礎･

基
盤
研
究
と
そ

の
利
用
を
推
進
す
る
機
能

　

▼
最
先
端
の
原
子
力
科
学
や
原
子
力
基
礎･

基
盤
研
究
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
た
に
展
開
。
▼
原
子
力
科
学（
量

子
ビ
ー
ム
利
用
）を
基
礎
と
し
た
、
物
質
科
学
や
生
命
科
学

な
ど
科
学
技
術
の
新
た
な
地
平
線
を
開
く
取
り
組
み
。
▼

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
的
な
利
用
を
期
す
た
め
の
取

り
組
み
や
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
次
世
代
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
等
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て

の
発
展
。

タ
ー
の
理
念
や
目
指
す
役
割
を
共
有
で
き
、
そ
の
将
来

を
共
通
に
展
望
で
き
る
こ
と
。

▼
東
海
村
は
、
第
４
次
総
合
計
画
に
お
い
て「
原
子
力
安
全

モ
デ
ル
自
治
体
を
目
指
す
」と
し
た
が
、
本
構
想
は
、
こ

れ
を
発
展
さ
せ
、
原
子
力
の
安
全
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
人
材
基
盤
や
科
学･

技
術
基
盤
を
育
成
し
、
地
域

社
会
の
み
な
ら
ず
世
界
の
原
子
力
安
全
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

▼「
経
済
的
な
価
値
」で
は
な
く
、「
文
化
的
な
価
値
」を
第

一
に
考
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

▼
東
海
村（
を
中
心
と
し
た
地
域
）ら
し
さ（
他
の
原
子
力
発
電

所
等
立
地
地
域
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
強
く
認
識
）

▼
国
際
化･

オ
ー
プ
ン
化

「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」が
有
す
る
機
能

　
「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」は
、「
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
構

想
」に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
６
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
包
含
す
る

形
で
、
次
に
示
す
機
能
を
有
し
ま
す
。

①
国
際
的
な
原
子
力
人
材
を
育
成
す
る
機
能

　

▼
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
若
手
を
育
成
し
、
日
本
全
体

の
人
材
育
成
の
ハ
ブ（
中
核
）と
な
る
こ
と
。
▼
技
術
や
専

門
の
知
識
に
加
え
、
原
子
力
に
対
す
る
深
い
思
考
力･

洞
察

力
や
謙
虚
さ
を
有
す
る
人
材
を
育
成
。
▼
安
全
、
防
災
、

核
不
拡
散･

核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
東
海
村
ら
し
い

人
材
育
成
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
先
導
）も
必
要
。

②
原
子
力
の
安
全
や
平
和
利
用
の
基
盤
を
支
え
る
機
能

　

▼
原
子
力
の
安
全･

安
心･

防
災
に
つ
い
て
国
内
外
に
発

信
す
る
取
り
組
み
。
原
子
力
発
電
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
し
、
試
験
研
究
や
実
証
を
通
じ
た

科
学
的･

客
観
的
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
こ
れ
に
基
づ
く
情
報

の
国
内
外
へ
の
発
信
。
▼
核
不
拡
散･

核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

【
こ
れ
ら
の
各
機
能
を
下
支
え
す
る
研
究
環
境･

生
活（
滞

在
）環
境
】

　

▼
国
際
的
に
開
か
れ
た
環
境
、
魅
力
あ
る
研
究
環
境
、
利

用
し
や
す
い
生
活
環
境
。（
例
）自
由
な
雰
囲
気
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
よ
う
な
雰
囲
気
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
を
常
に
魅

了
す
る（
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
）施
設･

設
備
。
外
国
人
が
利

用
し
や
す
い
宿
泊
施
設
、
国
際
会
議
等
が
開
催
で
き
る
規

模
の
会
議
場
の
確
保
。
交
通
手
段
の
確
保･

充
実
。
英
語
対

応
可
能
な
飲
食
店
等〝
ま
ち
〞自
体
の
国
際
化
。
研
究
者（
や

そ
の
家
族
）と
村
民
と
の
オ
ー
プ
ン
な
交
流
機
会
の
提
供
。

長
期
滞
在
者
に
対
す
る
家
族･

家
庭
生
活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
部
政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
３
３
２
）
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平
成
平
成
2222
年「
国
勢
調
査
」が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す

年「
国
勢
調
査
」が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す

▽
９
月
23
日（
木･

祝
）か
ら
調
査
票
を
配
布
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、
平
成
16
年
を
ピ
ー

ク
に
人
口
減
少
社
会
に
転
じ

ま
し
た
。

　
「
国
勢
調
査
」は
、
大
正
９

（
１
９
２
０
）年
以
来
、
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
公
的
統
計
調
査
の
一
つ
で
、
わ

が
国
の
人
口･

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
規
定
さ
れ
る「
基
幹
統
計
調

査
」で
す
。
こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
統
計
デ
ー
タ
は
、

国･

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
福
祉･

雇
用･

環
境･

防
災

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
な
る
ほ
か
、
研
究･

教
育
活
動
、
経
済
活
動
等

の
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

「
国
勢
調
査
」と
は
…

調
査
の
方
法
は
…

「
国
勢
調
査
」で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
…

調
査
の
対
象
は
国
内
す
べ
て
の
人･

世
帯

　
「
国
勢
調
査
」は
、
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人（
外
国

人
を
含
む
）･

世
帯
を
対
象
と
し
て
、
住
民
票
の
届
け
出

の
有
無
に
関
係
な
く
、
普
段
か
ら
住
む
住
居
等
が
あ
る

市
区
町
村
で
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
時
期
は
…

　
「
国
勢
調
査
」は
、
10
月
１
日（
金
）の
午
前
零
時
を
基

準
時
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
23
日（
木･

祝
）か
ら
国
勢
調
査
員
が
村
内
全
世

帯
を
一
軒
ず
つ
訪
問
し
、
調
査
票（
国
勢
調
査
調
査
票
）

を
配
布
し
ま
す
。

　
「
国
勢
調
査
」の
調
査
事
項
は
、
世
帯
員
全
員
に
つ
い

て
の
①
氏
名（
男
女
の
別
）②
出
生
の
年
月
③
在
学･

卒

業
等
教
育
の
状
況
④
就
業
状
態（
所
属
事
業
所
の
名
称

･
事
業
の
種
類
）―
―
の
ほ
か
、
世
帯
員
の
数
、
住
居
の

種
類（
住
宅
の
床
面
積
）な
ど
20
項
目
で
す
。
国
勢
調
査

員
か
ら
調
査
票
を
受
け
取
っ
た
ら
、
調
査
事
項
に
従
っ

て
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
調
査
事
項
へ
の
記
入
が
終
わ
っ
た
ら
、
調

査
票
を
所
定
の
封
筒（
調
査
書
類
収
納
封
筒
）に
入
れ
、

国
勢
調
査
員
が
回
収
に
伺
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
調
査
票
の
回
収
は
10
月
１
日
以
降
、
調
査
票

を
配
布
し
た
調
査
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
勤

務
等
に
よ
り
、
自
宅
を
不
在
に
す
る
こ
と
が
多
い
と

い
っ
た
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
調
査
票
の
提
出
を
国
勢

調
査
員
に
よ
る
回
収
で
は
な
く
、
郵
送
で
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

調
査
員
は「
国
勢
調
査
員
証
」を
携
行

　

国
勢
調
査
員
は
、
国（
総
務
省
統
計
局
長
）か
ら
任
命

さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
あ
り
、
平
成
22
年「
国

勢
調
査
」の
国
勢
調
査
員
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る「
国
勢
調

査
員
証
」を
携
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
へ
の
従
事

に
際
し
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
守
秘
義
務
、

調
査
票
の
厳
重
管
理
等
が
課
せ
ら
れ
、
厳
格
な
個
人
情

報
保
護
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※「
国
勢
調
査
」を
装
っ
た〝
か
た
り
調
査
〞に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
調
査
上
、
金
品
等
を
要
求
す
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
勢
調
査
員
を
名
乗
っ
て
の
不
審
と

思
わ
れ
る
訪
問
や
電
話･

電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
受
け
た

と
き
は
、
政
策
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
海
村
企
画
政
策
部
政
策
推
進
課
企
画
調
整
担
当（
☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
３
５･

１
３
３
６
）、
国
勢
調

査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０
‐
０
１
‐
２
０
１
０
、

Ｉ
Ｐ
電
話･

Ｐ
Ｈ
Ｓ
☎
０
３
‐
６
７
３
８
‐
６
６
７
７
）

※「
国
勢
調
査
」に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
、
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
総
務
省
統
計
局･

政
策
統
括
官･

統

計
研
修
所
が
共
同
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.stat.go.jp/

）ま
た
は
モ
バ
イ
ル

サ
イ
ト「
平
成
22
年
国
勢
調
査
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.

m
obile.stat.go.jp/

）で
も
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「地上デジタル放送」を視聴できる
簡易チューナーを無料で設置します

～地上デジタル放送受信のための支援～

　これまでのテレビ放送（地上アナログ放送）は平成23年７月24日で終了します。
　平成23年７月24日以降は地上デジタル放送となりますので、地上デジタル放送
に対応するテレビに交換する必要があります。
　総務省では、経済的な理由等で地上デジタル放送に移行できない世帯に対
し、アナログテレビに取り付ける簡易チューナー（１台）を無料で設置する
支援を行っています。

■申請期限

　12月28日（火）（消印有効）まで　
■支援条件

　NHKの放送受信料が全額免除の世帯 ※①生活保護等の公的扶助を受けている②障がい者のいる世帯で、
かつ世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている③社会福祉事業施設に入所しテレビを持ち込んで
いる――に該当する世帯はNHKの放送受信料が全額免除となります。支援申し込み前に、ＮＨＫ視聴者
コールセンターナビダイヤル（☎0570-000588）へお問い合わせの上、NHK放送受信料全額免除の手続き
を行ってください。ナビダイヤルが利用できない場合は☎044-871-8441へお問い合わせください。
■支援内容

　簡易チューナー（１台）の無料設置…現在ご利用中のアナログテレビに簡易チューナーを設置します。
　アンテナなどの無料改修工事…簡易チューナーの設置のみでは地上デジタル放送を視聴できない場合
があります。その場合は、屋外アンテナなどを無料で改修します。また、共同受信施設やケーブルテ
レビで視聴している場合の改修経費も負担します。※改修経費は初期費用のみの支援となります。

■そ の 他

　▼ご自身で購入したチューナーやアンテナの利用はできません。▼この支援による簡易チューナーの
設置やアンテナ改修工事で費用を請求することはありません。悪質商法にご注意ください。

■設置までの流れ

▼総務省地デジチューナー支援実施センターに問い合わせて、申請書を入手してください。
▼申請書に必要事項を記入の上、NHKから送付された受信料免除証明書を同封し、総務省地デジ
チューナー支援実施センターへ送付してください。

総務省地デジチューナー支援実施センターから電話等で視聴環境（受信方法）を確認します。※受信
方法の種類（①世帯ごとに個別のアンテナで受信する ②共同受信施設で受信する ③ケーブルテレ
ビで受信する）により支援の方法が異なります。

▼設置工事日を調整の上、設置工事に伺います。
※共同受信施設、ケーブルテレビで受信する場合は、改修のための工事関係書類を提出していただ
き、審査の上、必要最低限の経費を負担します。なお、工事完了後に簡易チューナーを設置します。

■問い合わせ

　平日の午前９時～午後９時または土･日曜日、祝日の午前９時～午後６時に総務省地デジチューナー支援
実施センター（☎0570-033840  FAX044-966-8719　つながらない場合は☎044-969-5425）へお問
い合わせください。

▼

▼

申し込み

テレビの視聴環境確認

簡易チューナー設置工事
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８月19日、中央公民館と東海文化センターを会場に第９回「東海村子ども
科学広場」が開催されました。これは村内の学校や企業、研究所等がさ
まざまなテーマでブースを設け、子どもたちに実験や工作を通して科学
に触れてもらおうというもの。参加した子どもたちは、液体と粉を混ぜた
ら不思議な感触のスライムができたり、液体窒素で野菜が石のように硬
くなったり、ムラサキキャベツから取れた液体が薬品でいろいろな色に
なったりと、さまざまな実験を自分で見て触れて興味津 の々様子。小学
４年生の児童は、自転車の車輪で作った手回し発電機に「自分で電気が
起こせるなんてすごいね！」と驚きの表情を見せるなど、皆、興味のある
ブースに次 と々足を運び、楽しそうに実験や工作に取り組んでいました。

●●白方小学校の旧校舎に卒業生が登校
８月14日、白方小学校の旧校舎が一般開放され、旧校舎や卒
業記念作品を解体前にひと目見ようと卒業生や児童等約1,000
人が訪れました。卒業生らは「こんなに小さかったかな」「そう
いえばこんなのあったよね！」などと、小学校時代の記憶を呼
び起こしながら、懐かしそうに教室や廊下等を見て歩きました。
卒業してから一度も入る機会がなかったという女性は「もう見
ることはできないと思っていたのでよかった」とうれしそうに教
室を眺めていました。旧白方小学校見学実行委員会（冨永寧

やすし

委員長･第28回卒業生）では「皆が埋めたタイムカプセルを見つ
け出したい」と次の計画も進めています（13ページに関連記事）。

●「東海村子ども科学広場」、延べ参加者数は約6,500人と大盛況！
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▼
中
核
症
状
…
現
在
の
日
付･

時
間･

場
所･

人
物
等
が
分

か
ら
な
い
、
段
取
り
や
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
な
ど
。

▼
周
辺
症
状
…
不
眠
、
妄
想
、
幻
覚
、
暴
言
、
介
護
の

拒
否
等
。

　

中
核
症
状
は
治
り
に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
周

辺
症
状
は
薬
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
認
知
症
の
方
を
支
援
す
る
た
め
に

　

な
ご
み
で
は
、
認
知
症
の
方
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
支
援
事
業
…
認
知
症
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
…
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を
見
守
る
応
援
者

（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）を
養
成
し
ま
す
。

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
所
登
録
制
度
…
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
い
る
村
内
の
店
舗･

事
業
所
を
増
や
し
ま
す
。

▼（
仮
称
）徘は

い

か

い徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
事
業
…
徘
徊
等
の
緊
急

事
案
発
生
時
に
、
村
内
の
関
係
機

関
が
連
携
し
て
捜
索
し
、
早
期
に

発
見
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

▼
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
…
認
知
症
高
齢
者
等

の
権
利
を
守
る
た
め
の
成
年
後
見
制
度
の
利
用
や
手

続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉
課

地
域
支
援
室 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

チ
ャ
ン
ネ
ル

28

チチチチチチチチチチチチチチチチ

９
月
は「
認
知
症
を
知
る
月
間
」で
す

　

茨
城
県
で
は
、
毎
年
９
月
を「
認
知
症
を
知
る
月
間
」

と
定
め
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及･

啓

発
に
関
す
る
各
種
広
報
活
動
や
研
修
会
等
を
県
内
各
地

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月･

来
月
の「
な
ご
み
チ
ャ
ン

ネ
ル
」で
は
、
認
知
症
特
集
と
し
て
、
な
ご
み
で
行
っ

て
い
る
認
知
症
支
援
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●「
認
知
症
」と
は
？

　
「
認
知
症
」は
、
脳
の
細
胞
が
壊
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

情
報
を
分
析
し
た
り
、
記
憶
し
た
り
、
思
い
出
し
た

り
す
る
機
能
が
低
下
し
、
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
状

態
を
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
認
知
症
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
る
代
表
的
な
病
気
と
し
て
、
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

▼
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
…
脳
の
細
胞
が
死
ん

で
、
脳
が
萎い

し
ゅ
く縮

す
る
。

▼
脳
血
管
性
認
知
症
…
脳
血

管
が
詰
ま
り
、
一
部
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
う
。

▼
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
…
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
な
る

「
レ
ビ
ー
小
体
」が
大
量
に
現
れ
、
神
経
細
胞
を
壊
し

て
し
ま
う
。

●
認
知
症
の
症
状

　

認
知
症
の
症
状
は
、「
中
核
症
状
」と「
周
辺
症
状
」に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
６
月
か
ら
村
独
自
の「
安
全
安

心
農
産
物
認
証
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
認
証
さ
れ
た（
メ
ジ
ロ
の

推
奨
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
た
）農
産
物

が
直
売
所
等
に
本
格
的
に
出
荷
さ
れ

る
の
は
、
10
月
以
降
に
な
る
予
定
で

す
。
な
ぜ
認
証
さ
れ
て
か
ら
出
荷
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
理
由
は
、
こ
の
制
度
が
収
穫

さ
れ
た
個
々
の
農
産
物
に
つ
い
て
認

証
す
る
の
で
は
な
く
、「
農
産
物
の
栽

培
計
画
」に
つ
い
て
認
証
す
る
た
め
、

出
荷
さ
れ
る
ま
で
に
時
差
が
生
ず
る
の
で

す
。
生
産
者
は
栽
培
を
開
始
す
る
前
に
栽

培
計
画
の
認
証
を
受
け
、
計
画
ど
お
り
に

栽
培
し
、
収
穫
時
期
が
来
た
ら
出
荷
し
ま
す
。
こ
の
仕
組
み

は
、
国
や
県
の
制
度
も
同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
時
に
認
証
し
た
だ
け
で
出
荷
時
に
推
奨
シ
ー
ル
を
貼

る
の
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
ね
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

栽
培
期
間
中
の
栽
培
記
録
を
点
検
し
、
生
産
者
か
ら
は
聞
き

取
り
を
行
っ
て
、
計
画
ど
お
り
栽
培
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
推
奨
シ
ー
ル
を
交
付
し
ま
す
。
残
留
農
薬
の
確
認
も

行
い
ま
す
が
、
光
セ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
非
破
壊
検
査
で
は
な

い
た
め
、
一
部
の
検
査
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

一
つ
一
つ
の
農
産
物
の
品
質
等
を
保
証
す
る
制
度
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
に
注
意

を
払
っ
て
環
境
に
優
し
い
農
産
物
を
心
を
込
め
て
栽
培
し
て
い

ま
す
の
で
、
メ
ジ
ロ
の
シ
ー
ル
を
目
印
に
し
て
、
ぜ
ひ
お
買
い

求
め
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
10
月
か
ら
は
主
に
Ｊ
Ａ
ひ

た
ち
な
か
の
直
売
所「
に
じ
の
な
か
」で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

心ま推がるすさ証培
いよいよ“メジロ”が登場です！

vol.vol.1515

菜 園 ナ ビ

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証･

オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
、

わ
し
も
付
け
て

お
る
ぞ
。

健康な脳

脳血管性
認知症

アルツハイマー型
認知症
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

　

老
齢･
障
害･
遺
族
の
各
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
も
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
の

額
を
１
と
す
る
と
、
全
額
免
除
期
間
は
２
分
の
１（
３
分
の
１
）、

４
分
の
３
免
除
期
間
は
８
分
の
５（
２
分
の
１
）、
半
額
免
除
期
間

は
４
分
の
３（
３
分
の
２
）、
４
分
の
１
免
除
期
間
は
８
分
の
７（
６

分
の
５
）―
―
の
額（
免
除
期
間
が
平
成
21
年
３
月
以
前
の
場
合

は
カ
ッ
コ
内
の
額
）と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
制
度
、

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
よ
り
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
免
除
期
間
は
、
10
年
以
内
に
保
険
料
を
追
納
す

れ
ば
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

納
付
書
の
発
行
は
水
戸
北

年
金
事
務
所（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）ま
た
は
福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
た
保
険
料
の

免
除
さ
れ
た
保
険
料
の

追
納
に
つ
い
て

追
納
に
つ
い
て

ＰＡＲＴ . 110ＰＡＲＴ . 110

と
で
す
。
小
学
生
の
面
倒
は
、
結
局
大
人
が
見
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
に
は

正
直
あ
ま
り
期
待
せ
ず
、
中
学
生
も
含
め
、
世
話

を
焼
く
覚
悟
で
臨
み
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
親
元
を
離
れ
、
縦
割
り
に
組
ま
れ

た
６
人
１
班
で
行
動
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
寝

食
を
共
に
過
ご
す
６
日
間
の
中
で
、
私
の
心
配
や

考
え
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
国
立

日
高
青
少
年
自
然
の
家
で
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
ク
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
き
っ
か
け
に
子
ど
も
た
ち

が
参
加
目
的
を
自
覚
し
、
行
動
が
伴
っ
て
き
た
こ

ろ
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、
札
幌
市
内
班
別
自
由

行
動
で
は
、
各
班
で
事
前
に
話
し
合
っ
て
計
画
し

た
コ
ー
ス
を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
歩
き
、
全
員
が

集
合
場
所
に
時
間
通
り
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
基
本

的
に
小
学
生
は
強
い
冒
険
心
を
満
た
し
、
夏
休
み

の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
中
学
生
は

そ
の
よ
う
な
子
た
ち
を
ま
と
め
る
こ
と
で
新
し
い
自

分
を
見
つ
け
に
来
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
学

校
と
は
違
う
人
間
関
係
、
新
し
い
環
境
、
子
ど
も

主
体
の
生
活
、
そ
ん
な
環
境
を
与
え
た
上
で
、
行

動
目
的
や
指
示
を
大
人
が
出
す
―
―
そ
れ
に
よ
り
、

中
学
生
の
中
に
責
任
感
が
芽
生
え
、
班
そ
れ
ぞ
れ

に
も
個
性
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回「
友
情
の
船
」に
参
加
し
、
大
人
は
子
ど
も

社
会
に
干
渉
し
過
ぎ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
責
任
を

与
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が

何
を
す
る
べ
き
か
考
え
る
こ
と
こ
そ
が
子
ど
も
の

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

少年育成
体 験 記青

　
「
友
情
の
船
」を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？　

毎
年
夏
休
み
に
、
村
内
の
中
学
２
年
生

（
リ
ー
ダ
ー
）と
小
学
４･

５･

６
年
生
に
参
加
を
募

り
、
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
北
海
道
へ
行
き
６
日
間

を
過
ご
す
宿
泊
学
習
の
よ
う
な
催
し
で
、
今
年
は

総
勢
１
７
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
小
学
生

の
息
子
２
人
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー（
引
率
者
）を
公
募
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

応
募
し
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
参
加
さ
れ
た
方
や

自
ら
経
験
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
初
め
て
参

加
す
る
に
当
た
り
、一
つ
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
今
ど
き
の
中
学
生
が
小
さ
い
子
の
面
倒

を
見
る
こ
と
な
ど
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

息子と参加した「友情の船」息子と参加した「友情の船」

第２１回友情の船アドバイザー第２１回友情の船アドバイザー　　舟石川舟石川　　黒黒
く ろ さ わく ろ さ わ

澤澤　　孝孝
た か とた か と

人人

※右が今回のエッセイスト

指導者からのメッセージ

▼平成19年度以前に免除された場合は追納額
に一定の加算があります。▼追納の順序は先
に免除された期間からとなりますが、学生納
付特例制度、若年者納付猶予制度により免除
された期間は先に追納することもできます。

追納保険料の額

免除年度 全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
平成12年度 15,770円 ―― ―― ――
平成13年度 15,180円 ―― ―― ――
平成14年度 14,590円 ―― 7,300円 ――
平成15年度 14,360円 ―― 7,180円 ――
平成16年度 14,180円 ―― 7,090円 ――
平成17年度 14,220円 ―― 7,110円 ――
平成18年度 14,260円 10,690円 7,130円 3,560円
平成19年度 14,300円 10,720円 7,150円 3,570円
平成20年度 14,410円 10,810円 7,200円 3,600円
平成21年度 14,660円 10,990円 7,330円 3,660円
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小さな知識で大きな安心 原子力 ･防災マメ知識 ⑧

　原子力災害では、人が平常時に許容される量以
上の放射線を浴びる恐れがあります。ところが放
射線は五感で感じることができません。災害時は
村からの情報と指示に従って行動してください。
　原子力施設は、周辺の放射線量（自然界からの放
射線量を除く）を年間１ミリシーベルト以下とするよ
う義務付けられています。施設周辺の放射線量（空
間線量率）は常時測定されており、原子力災害対
策に関する法律に定められる一定の基準値を超え
たときは直ちに国、県、村の関係機関に通報され、
関係機関と専門家がひたちなか市にある茨城県オ
フサイトセンターに緊急集合し、その後の対策と
方針を決定します。村はそれを基に防災行政無線
や広報車等で皆さんに情報や指示を伝えます。
　なお、その際は、役場や関係機関等への問い
合わせは控えてください。電話がつながりにくく
なり防災対策活動に支障を来すことになります。
JCO臨界事故のとき、村対策本部に問い合わせが
殺到しましたが、その多くは▼窓を開けていたが

大丈夫か▼洗濯物を干していたが大丈夫か▼街
の中を歩いていたが大丈夫か――というものでし
た。答えは、そのとき放射性物質が大気中に飛散
していたかどうかによります。JCO臨界事故の場
合、その量は極めて微量で、問題となる量ではあ
りませんでした。中性子線もその量は距離が離れ
るに従って急激に(距離の二乗に反比例して)少な
くなりますので、相応の距離を置いていれば問題
ありません。なお、屋外を歩いているときはタオ
ルやハンカチが役に立ちます。適切に口･鼻等に
当てれば、２つ折りのぬれタオルで85パーセント、
４つ折りのハンカチでは94パーセントもの放射性
物質の微粒子を除去できるといわれています。
　日ごろから原子力や放射性物質に関する基礎
的な知識は持っていたいものです。そして事故
を知ったら、直ちに最寄りの屋内に入り、防災行
政無線等から正しい情報を得ることが大切です。
●問い合わせ 経済環境部原子力対策課原子力
･防災担当（☎282-1711 内線1519）

原子力災害…まずは正しい情報を得ましょう

　
　
【
俳　

句
】

朝
露
に
珊
瑚
樹
の
花
濡
れ
て
咲
く

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

威
勢
よ
く
雄
鳥
の
鳴
き
花
卯
木

東　

海　

佐
藤　

と
よ

兄
は
笛
妹
は
太
鼓
の
夏
祭
り

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

天
高
し
茜
に
染
ま
る
豊
の
国

村　

松　

松
本　

正
勝

朝
顔
や
日
毎
に
変
わ
る
色
模
様

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

ふ
り
か
ざ
す
手
に
余
り
け
り
雲
の
峰

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

径
よ
ぎ
る
出
穂
の
香
歩
み
止
め

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
激
戦
語
る
夫
は
亡
し

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

花
火
音
腹
に
染
み
い
る
夕
涼
み

外　

宿　

西
山　

純
一

日
除
け
に
と
庭
に
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
蒔
く

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

立
葵
道
草
の
児
の
声
弾
む

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

晩
夏
光
太
き
鉄
鎖
を
仰
ぎ
見
る

豊　

白　

小
林　

久
男

　
　
【
短　

歌
】

雨
あ
と
の
か
す
か
な
風
に
風
鈴
の

軽
き
音
す
る
と
き
の
間
涼
し

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

妻
の
掌
の
皺
の
深
き
に
越
え
て
来
し
四
十
五

年
を
し
み
じ
み
思
う村　

松　

髙
橋　

正
弘

裏
庭
の
木
の
間
に
植
え
し
ミ
ニ
ト
マ
ト
つ

や
や
か
な
実
の
朝
膳
飾
る

舟
石
川
駅
東　

工
藤　

和
一

激
戦
地
部
隊
長
の
墓
標
見
る
戦
後
の
ビ
デ

オ
に
荒
野
草
叢
す

舟
石
川
駅
東　

助
川
今
朝
吉

霧
雨
に
見
え
隠
れ
す
る
黒
部
ダ
ム
幻
想
的

な
立
山
連
峰　
　

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

桐
の
花
香
り
残
し
て
賑
わ
え
る〝
に
じ
の

な
か
〞と
い
う
直
売
所
な
り

内　

宿　

村
上　

文
江

熱
戦
の
歓
声
湧
き
立
つ
グ
ラ
ン
ド
に
白
熱

燃
ゆ
る
高
校
球
児

外　

宿　

髙
槌　

す
み

猛
暑
日
の
夕
暮
れ
に
し
て
風
涼
し
青
田
の

上
を
赤
ト
ン
ボ
飛
ぶ船　

場　

舛
井
庫
之
助

飛
ぶ
よ
う
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
人
の

陰
り
を
見
せ
る
十
三
夜
の
月

外　

宿　

小
林
美
代
子

プ
ラ
ン
タ
ー
に
ト
マ
ト
真
赤
に
熟
れ
い
し

を
隣
の
屋
根
よ
り
カ
ラ
ス
窺う

か
が

う

南　

台　

根
本
内
俊
男

夏
祭
り
に
吾
子
に
着
せ
ん
と
甚
平
を
買
い

て
そ
の
日
を
楽
し
み
に
待
つ

照　

沼　

優
木　

育
子

酒
の
味
覚
え
し
孫
ら
ち
び
ち
び
と
盃
い
く

つ
重
ね
ゆ
く
宵　

須
和
間　

柴
山　

靖
子

こ
の
年
の
猛
暑
の
盆
に
孫
た
ち
の
抱
負
聞

き
た
り
仏
壇
の
前
に舟

石
川　

小
川
志
つ
江

　
　
【
川　

柳
】

孫
ネ
タ
を
使
い
た
い
け
ど
子
は
未
婚

白
方
中
央　

関
口　
　

満

車
混
み
着
い
て
最
後
の
〆
花
火

村
松
北　

小
林　

正
義
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■開館時間 午前10時～午後７時 ※は午後６
時閉館
■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室
（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮＳＴＡＴＩＯＮ

　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

■ギャラリーA（２階）

■ギャラリーB（１階）

　ひたちなか市と近郊の写真愛好家による写真
家集団。メンバーそれぞれが季節ごとに被写体
を求めて撮影してきた風景、スナップなど約60
点を展示します。
テーマを設けず、
作者の感性が集結
された作品を展示
しますので、ぜひ
ご覧ください。

全日本写真連盟ひたちなか支部写真展全日本写真連盟ひたちなか支部写真展
９月12日（日）～18日（土） 最終日は午後２時閉館９月12日（日）～18日（土） 最終日は午後２時閉館

　「郷里かるた」の一首にまつわる物語を語り部
による語りで聞いた子どもたちが、心に残った
場面･印象･感じたものを心のままに表現しまし
た。画面い
っぱいに子
どもの無限
の創造性が
感じられま
す。

第14回東海村子ども会育成連合会･MOA美術文化財団児童絵画展第14回東海村子ども会育成連合会･MOA美術文化財団児童絵画展
９月19日（日）～25日（土） 最終日は正午閉館９月19日（日）～25日（土） 最終日は正午閉館

　原研美術部の発足から50数年。家族や友人、
知人も参加して、油彩画･水墨画･木工･彫刻･日
本 画･書 道･
刺し子･切り
絵等、多彩
な方法で自
由に表現さ
れた作品を
展示します。

原研美術部と仲間展原研美術部と仲間展
10月３日（日）～９日（土） 最終日は午後３時閉館10月３日（日）～９日（土） 最終日は午後３時閉館

　夫婦それぞれの趣味である油彩画とビーズ織
りの二人展。山や自然をテーマに今まで描きた
めたものに新作を加えた油彩画約35点と、ビー
ズを布のように織り上げるビーズ織りのバッグ
やアクセ
サリーな
ど 約60点
を展示し
ます。

棚井哲雄･洋子夫婦展棚井哲雄･洋子夫婦展※※

９月26日（日）～10月２日（土） 最終日は午後３時閉館９月26日（日）～10月２日（土） 最終日は午後３時閉館

　村内在住･在勤の絵画愛好家が公募展出品を目
標に研さんに励んでいる“画塾プラネット”。日ご
ろ勉強しながら描
きためた作品の中
から今年の成果を
発表します。油彩
画･水彩画･パステ
ル画等約30点を
展示します。

第５回プラネット絵画作品展第５回プラネット絵画作品展※※

10月３日（日）～９日（土） 最終日は午後３時閉館10月３日（日）～９日（土） 最終日は午後３時閉館

　県民大学の講座卒業生によって平成10年に結成
されたグループ。鮮やかな色彩とさまざまな技法
を用いて表現できる画材“パステル”の素晴らしさ
を楽しみながら活動
を続けています。今回
は、誰もが心の底に
持つ“おもい”を見つめ
直すことをテーマに、
作品を発表します。

パステル画展“めぐるおもい”パステル画展“めぐるおもい”※※
９月19日（日）～25日（土） 最終日は午後３時閉館９月19日（日）～25日（土） 最終日は午後３時閉館
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テレホンサービス（☎0120-42-4848） ※屋外放送を無料で聞くことができます。

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 22年８月１日現在
前月比

世 帯 数 14,271 世帯 ＋ 20
総 人 口 37,354 人 ＋ 40
男 18,817 人 ＋ 26
女 18,537 人 ＋ 14

納 期 限 ９月30日（木）

納付種別
国民健康保険税（第３期分）
後期高齢者医療保険料（第３期分）
里川堰土地改良区費（第３期分）

９月の納付

人口と世帯数

募集募集

　村内の旧家に保存されている古文書（「御用
留」等）を読み解きながら、江戸期の庶民や武士
の生活を探ります。
■活 動 日 10月からの第１･３土曜日
■時　　間 午前10時～ 11時30分
■場　　所 中央公民館
■定　　員 30人
■講　　師 佐久間好雄さん（茨城工業高等専
門学校名誉教授）
■会　　費 1,500円／月
■申し込み・問合せ ９月20日（月･祝）までに、照
沼秀男さん（☎283-0966）へ申し込みください。

「東海村古文書を学ぶ会」会員募集

（仮称）とうかい環境村民会議の
委員を募集します
　村では、地球環境の保全や循環型社会の構築
等、さまざまな環境施策をまとめた「東海村環境
基本計画」が平成23年度で終了するに伴い、第２
次「東海村環境基本計画」を策定します。今年度
から計画の策定に携わる、（仮称）とうかい環境
村民会議の委員を募集します。
●任　　期 平成24年３月31日まで
●対　　象 ①村内在住･在勤②土曜日の午後
の会議（原則月１回、２時間程度）に出席でき
る③環境に興味がある――を満たす方

●申し込み・問合せ ファクシミリまたは電
子メールで、「（仮称）とうかい環境村民会議
委員応募」と▼住所（村内在勤の方は自宅と
勤務先）▼氏名▼年齢▼職業▼電話番号――
を明記の上、９月22日（水）までに、経済環
境部環境政策課環境計画推進室（内線1453 
FAX287-0479 電 子メールkankyou@vill.
tokai.ibaraki.jp)へ申し込みください。※環境
政策課の窓口でも受け付けますので、任意の
用紙に必要事項を記入の上、ご持参ください。

　遊びやリズム体操を通して、子ども同士のふ
れあいや保護者同士の交流を深めませんか。
■活 動 日 10月から平成23年３月までの毎
週火曜日～金曜日の各曜日
■時　　間 午前10時45分～正午
■場　　所 おおぞら保育園
■対　　象 火曜日または水曜日（各先着50組）
…１歳児（平成20年４月～平成21年３月生ま
れの幼児）とその保護者　木曜日または金曜
日（各先着50組）…２歳児（平成19年４月～平
成20年３月生まれの幼児）とその保護者
■会　　費 無料
■申し込み・問合せ １歳児の火曜日希望の方
は９月21日（火）･水曜日希望の方は９月22日
（水）、２歳児の木曜日希望の方は９月27日
（月）･金曜日希望の方は９月24日（金）のそれ
ぞれ午前10時～正午に、社会福祉法人淑徳会
おおぞら保育園（☎287-3535）の窓口で申し
込みください（電話での申し込みは不可）。
　※定員になるまで受け付けます。

子育て支援「ピーターパンサークル」後期会員募集

■対　　象 ３歳児…平成19年４月２日～平
成20年４月１日生まれの幼児　４歳児…平
成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ
の幼児

■入園説明会 ９月24日（金） 午後２時～３時
■保育見学会 10月１日（金） 午前10時30分～
11時30分
■体験入園 10月６日（水）～８日（金） 午前
10時～ 11時30分

■願書受付 10月20日（水） 午後２時30分から
■申し込み・問合せ 学校法人諏訪学園みぎわ
幼稚園（☎282-9155）※体験入園を希望する
方は、事前申し込みが必要です。

平成23年度みぎわ幼稚園入園児募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 医療機関名 電話番号
12日（日）茨城東病院 282-1151
19日（日）村立東海病院 282-2188
20日（月）武藤小児クリニック 282-7722
23日（木）石井整形外科クリニック 270-5141
26日（日）東海クリニック 283-1711
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…24時間対応
茨城県救急医療情報コントロールセンター（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後５時…日曜日･祝日･年
末年始（12月29日～１月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日
プッシュ回線の固定電話、携帯電話から（☎#8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

実施日時 第１･３木曜日　午後７時まで
実施課 取り扱い業務※

住民課
（内線1125）

住民登録（転出･転入等）、印鑑登録、外
国人登録に関する手続き、パスポート
の交付、各種証明書･許可書の発行等

保健年金課
（内線1131）

国民健康保険、国民年金、後期高齢者
医療、医療福祉（マル福制度等）、母子
健康手帳の交付等

社会福祉課
（内線1183）

保育所（入退所の手続き）、子ども手当･
児童扶養手当の申請等

水道課
（内線1153）

水道の給水開始･中止の手続き、上下水
道料金の支払い（下水道料金のみの取り
扱いはできません）

※一部取り扱いのない業務がありますので、事前に
ご確認の上、お越しください。

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

　病気の予防や治療のために、中国の医師によ
り考案された健康体操です。ゆったりとした中
国風の音楽に合わせて、ゆっくり呼吸をしなが
ら、ストレッチや関節･筋力の強化を図ります。
■期　　日 10月４日･18日、11月８日･22日、
12月６日･20日、平成23年１月17日･31日、
平成23年２月７日･21日、平成23年３月７
日･28日（すべて月曜日 全12回）
■時　　間 午前10時～ 11時30分
■場　　所 総合福祉センタ－「絆」
■対　　象 村内在住でおおむね65歳以上の
方（先着30人）※初参加の方を優先します。
■参 加 費 1,200円／人（初回に徴収）
■申し込み・問合せ ９月15日（水）から25日
（土）までに、高齢者センタ－（☎282-4300）
へ申し込みください。

中国式健康体操教室

　脳を刺激して活性化させながら、筋力アップ
を図ります。
■期　　日 10月５日･12日･19日、11月２日
･９日･16日、12月７日･14日、平成23年１
月11日･18日･25日、平成23年２月８日･15
日･22日、平成23年３月１日･８日･15日･29
日（すべて火曜日 全18回）
■時　　間 Ａクラス…午前９時45分～ 10時
45分　Ｂクラス…午前11時～正午
■場　　所 総合福祉センタ－「絆」
■対　　象 村内在住でおおむね65歳以上の
方（各クラス先着40人）※初参加の方を優先
します。
■参 加 費  1,800円／人（初回に徴収）
■申し込み・問合せ ９月15日（水）から25日
（土）までに、高齢者センタ－（☎282-4300）
へ申し込みください。

脳骨筋健康体操教室

期　　間
　前半…10月４日（月）～ 12月20日（月）（各ク
ラス10回）　後半…平成23年１月７日（金）～３
月28日（月）（各クラス10回）※祝日を除きます。

健康維持コース
■時 間 等

　※月曜２組と木曜２組は、ほかのクラスより
ゆっくりと水中での体操等を行います。

■対　　象 村内在住で65歳以上の方
リハビリテーションコース

■時 間 等

■対　　象 村内在住で障がいがあり、機能回
復訓練を希望する40歳以上の方

場　　所
　総合福祉センター「絆」

内　　容
　水中でのウオーキングや体操等

参 加 費
　各クラス6,000円／人（前半･後半の各初回に
3,000円ずつ分けて徴収）

そ の 他
　▼初参加の方、障がいのある方、高齢の方を優
先します。▼受け付けの際に簡単な問診を行いま
す。※医師の意見書が必要になる場合があります。

申し込み・問合せ
　９月13日（月）から21日（火）までに、高齢者
センター（☎282-4300）へ申し込みください。

水 中 体 操 教 室

クラス 曜日 時間 定員
月曜１組 月 ９：30～10：30 先着13人
月曜２組 月 11：00～12：00 先着10人
木曜１組 木 ９：30～10：30 先着13人
木曜２組 木 11：00～12：00 先着10人
金曜１組 金 ９：30～10：30 先着13人
金曜２組 金 11：00～12：00 先着13人
金曜３組 金 13：00～14：00 先着13人
土曜１組 土 ９：30～10：30 先着13人
土曜２組 土 11：00～12：00 先着13人

クラス 曜日 時間 定員
リハビリ１組 月 13：00～14：00 先着６人
リハビリ２組 木 13：00～14：00 先着６人
リハビリ3組 木 14：30～15：30 先着６人

９月の休日診療日程
窓口業務時間延長
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　各楽器のプロ奏者を講師に招き、楽器別およ
び合奏形態のレッスンを行います。吹奏楽楽器
愛好者の皆さんの参加をお待ちしています。

期　　日
　12月４日･18日、平成23年１月15日･29日、
平成23年２月５日･19日（すべて土曜日 全６回）

パート別レッスン（楽器別レッスン）
■時　　間 ①午前11時～午後０時20分②午
後１時20分～２時40分③午後３時～４時20
分――のいずれか ※時間帯は主催者側で指
定します。
■場　　所 東海南中学校
吹奏楽レッスン（吹奏楽編成での合奏形態によるレッスン）
■時　　間 午後５時10分～６時30分
■場　　所 東海文化センター

対　　象
　村内在住･在勤･在学で小学４年生以上の方

受 講 料
　一般6,000円／人、高校生以下3,000円／人 
※両レッスンを受講する場合…一般9,000円／
人、高校生以下4,500円／人

そ の 他
　▼管楽器は受講者が各自でご用意ください。
▼先着順の受け付けとなります。

申し込み・問合せ
　９月18日（土）から10月11日（月･祝）までに、
受講料を添えて、東海村文化･スポーツ振興財
団（東海文化センター内 ☎282-8511）へ申し
込みください。

東海村吹奏楽楽器講座 第12期

　家族に心の病気を持つ方がいる村内在住の方
を対象に、不安や悩みの相談や意見交換を行う
家族交流会を開催します。
■期　　日 ９月17日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■申し込み・問合せ なごみ･総合支援セン
ター（☎287-2525）

「家族交流会」のお知らせ参加
費

無　
料～ ９月は動物愛護月間です ～

■期　　日 ９月18日（土）
■時　　間 午前10時～午後２時
■場　　所 三の丸庁舎（水戸市三の丸1-5-38）
■内　　容 犬猫の無料健康相談、愛犬のしつ
け方教室、愛犬の飼育相談、動物とのふれあ
い、ディスクドッグショーなど

■問 合 せ 茨城県動物指導センター（☎
0296-72-1200）

大好きいばらき動物愛護フェスティバル

■期　　日 10月１日（金）･５日（火）･８日（金）
･13日（水）･15日（金）
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 総合体育館
■対　　象 村内在住･在勤（同居家族を含む）の方
■定　　員 先着25人（最少催行人数10人）
■参 加 費 2,000円／人
■申し込み・問合せ ９月14日（火）から28日
（火）までの午前９時～午後５時に、参加費を
添えて、総合体育館（☎283-0673）へ申し込
みください。

チャレンジスクール（卓球の部）■期　　日 10月17日（日）
■時　　間 午前８時～午後７時（予定）
■集合場所 ふれあいの森公園西側駐車場
■目 的 地 那須ハイランドパーク（栃木県）
■対　　象 村内在住で母子家庭の親子（35世
帯）※応募者多数の場合は抽選となります。

■参 加 費 1,000円／世帯（入場料等）※パー
ク内の乗り物代は自己負担となります。

■そ の 他 村のバスを使用します。
■申し込み・問合せ ９月30日（木）までに、福
祉部社会福祉課こども室（内線1185）へ申し
込みください。

母子家庭親子日帰り研修会

　新しい白方小学校の建設に伴い、10月から旧
校舎の解体が始まります。旧白方小学校見学実
行委員会（冨永寧

やすし

委員長･第28回卒業生）と村で
は、思い出づくりのイベントを企画しました。旧
校舎解体前に新たな記憶を残しませんか。どな
たでも参加できますので、ぜひお越しください。
■期　　日 ９月26日（日）（雨天決行）
■場　　所 旧白方小学校
■内 容 等 旧校舎や卒業記念作品の見学…午
前９時～午後３時　タイムカプセルの探索
…午前９時～ 11時　旧校舎との集合写真撮
影…午前11時30分 ※詳細は、旧白方小学校
見学実行委員会ホームページ（http://www.
garan.ne.jp/shirasyo/）をご覧ください。
■参 加 費 無料 ※写真代は700円（現像代等
･当日徴収）となります。
■そ の 他 ▼旧白方小学校見学実行委員会で
は、タイムカプセルや卒業記念作品に関する
情報を募集しています。情報をお持ちの方は、
電子メール（tomytomyan@gmail.com）でご連
絡ください。▼荒天の場合、旧校舎との集合
写真撮影のみ中止となることがあります。▼
車でご来場の際は、相乗りにご協力ください。

■申し込み・問合せ 旧校舎との集合写真撮影
に参加を希望する方は、９月20日（月･祝）ま
でに、旧白方小学校見学実行委員会事務局（☎
080-7003-4572）へ申し込みください。
　※その他のイベントは事前申し込み不要です。

旧白方小学校の一斉登校日
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エトセトラエトセトラ

いきいきシニア元気アップまつり
■期　　間 ９月15日（水）～ 20日（月･祝）
■時　　間 午前９時～午後４時30分（最終日
は午後４時まで）

■場　　所 茨城県総合福祉会館（水戸市千波町1918）
■内　　容 高齢者を対象とした事業の紹介
■参 加 費 無料
■そ の 他 ▼最終日には、書人･川又南

なんがく

岳さん
による記念講演のほか、芸能発表等の催しが
あります。▼期間中、イオンモール水戸内原
店（水戸市中原町135）で、平成21年度「ぼく☆
わたしのおじいちゃん☆おばあちゃんの絵コ
ンクール」入賞作品展を開催します。
■問 合 せ 社会福祉法人茨城県社会福祉協議
会茨城わくわくセンター（☎243-8989）

　平成22年４月から、子ども手当制度が始まりま
した。中学校修了前の子どもを養育している方を
対象に子ども手当を支給しています。子ども手当を
満額受給するには、９月30日（木）が申請期限です。
■申請が必要な方 ①現在子ども手当を受給し
ていない②平成22年３月31日現在、児童手
当を受給していない③中学２･３年生の子ど
もを養育している――を満たす方 ※公務員
は、勤務先での申請となります。

■申し込み・問合せ 印鑑、申請者（生計の中心
者）と18歳以下の養育している子ども全員分の健
康保険証の写し、申請者名義の通帳の写しを持
参の上、福祉部社会福祉課こども室（内線1185）
へ申請してください。※出生･転入等（申請期限が
過ぎた場合を含む）の事由で子ども手当を請求す
る方には、申請した月の翌月分から子ども手当を
支給しますので速やかに申請してください。

子ども手当の申請はお済みですか
きよこ＆ちえこのストーリーテリング
　図書館では、子どもから大人まで“語り”に親
しんでもらうため、新企画のお話会を行います。
ご家族でぜひご来場ください。
■日　　時 ９月19日（日） 午後２時～３時
■場　　所 村立図書館
■対　　象 幼児から大人まで
■内　　容 語り、紙芝居、パネルシアターなど
■語 り 手 さいとうきよこさん、よしなりちえこさん
■問 合 せ 村立図書館（☎282-3435）※事前
申し込みは不要です。

男女共同参画チャレンジ支援セミナー
　異なる意見や考えを上手にまとめる合意形成
力を高め、コミュニケーションが円滑になる話
の進め方を学びます。
■日　　時 ９月29日（水） 午後１時30分～３時30分
■場　　所 女性プラザ男女共同参画支援室
（水戸市三の丸1-7-41）
■定　　員 先着30人
■講　　師 徳田太郎さん（ＮＰＯ法人日本
ファシリテーション協会会長）

■そ の 他 ▼現在雇用保険を受給している方
には、求職活動の一環としての参加証明書を
交付します。▼車でご来場の際は、無料利用
券を発行しますので、三の丸庁舎（水戸市三
の丸1-5-38）の駐車場をご利用ください。

■申し込み・問合せ 女性プラザ男女共同参画
支援室（☎233-3982）

　県北地域ジオツアー（地質観光ツアー）の案内
人を養成する講座です。
■期　　日 10月23日（土）、11月６日（土）･７
日（日）･20日（土）･21日（日）
■場　　所 茨城大学（水戸市文京2-1-1）ほか
■対　　象 村内在住･在勤で全日程を受講で
きる方（３人程度）※応募者多数の場合は抽選
となります。
■そ の 他 本講座を修了した方には、県北地
域ジオツアーの案内をはじめ、県北ジオパー
クの普及･推進活動に参画していただきます。
■申し込み・問合せ 政策推進課（役場行政棟
３階）備え付けの応募用紙に必要事項を記入
の上、10月１日（金）（必着）までに持参･郵送･
ファクシミリ･電子メールのいずれかで、茨城
大学社会連携課（〒310-8512 水戸市文京2-1-
1 ☎228-8781 FAX228-8586 電子メール
geopark@mx.ibaraki.ac.jp）へ申し込みください。

茨城県北ジオパーク「インタープリター」養成講座受講
料

受講
料

無　
料

無　
料参加

費
参加
費

無　
料

無　
料

■期　　間 ９月18日（土）～ 20日（月･祝）
■時　　間 午前９時30分～午後６時（最終日
は午後５時まで）
■場　　所 東海ファーマーズマーケット「にじのなか」
■問 合 せ 東海まつり実行委員会事務局（☎283-2141）

東海まつりフォトコンテスト作品展東海まつりフォトコンテスト作品展

■期　　日 10月21日（木）･22日（金）
■時　　間 午前９時～午後５時
■場　　所 消防署（２階会議室）
■対　　象 ①防火管理者に選任予定②防火管
理業務に従事している③防火管理者の資格を取
得したい――のいずれかに該当する方（先着42人）

■受 講 料 4,100円／人（テキスト代）
■申し込み・問合せ ９月27日（月）から10月20
日（水）までに、消防署備え付けの申込用紙に
必要事項を記入し、①印鑑②写真（縦４㎝×横
３㎝の脱帽上半身の写真で半年以内に撮影し
たもの）③受講料――を持参の上、消防本部予
防課（☎282-2038）へ申し込みください。

甲種防火管理講習会
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　東海村社会福祉協議会では、10月の金婚祝
賀会開催に当たり、年度内に結婚50周年を迎
えるご夫婦（昭和35年４月１日～昭和36年３
月31日に結婚）の把握調査を実施しています。
■問 合 せ 各地区の民生委員が対象となるご
夫婦のお宅を訪問し調査していますが、まだ
訪問を受けていない方は、東海村社会福祉協
議会（☎282-2804）または各地区の民生委員
･児童委員へ連絡してください。

金婚対象者の把握調査を実施中 東 海 村 民ゴルフ大会
■期　　日 10月17日（日）
■場　　所 ザ･オーシャンゴルフクラブ（日立
市小木津町771-1）
■対　　象 村内在住･在勤の方
■費　　用 プレー費（乗用カート･セルフ･昼
食代）…9,000円／人　参加費…2,000円／人
■申し込み・問合せ ９月17日（金）までに、参
加費を添えて、総合体育館（☎283-0673）へ
申し込みください。

水戸市●水戸ホーリーホックホームゲーム後期試合日程
◆日 程 等 

◆会　　場 ケーズデンキスタジアム水戸（水
戸市小吹町2058-1）※10月３日（日）のみ、
笠松運動公園（陸上競技場）となります。

◆問 合 せ 株式会社フットボールクラブ水戸
ホーリーホック（☎212-7700 ホームページ
http://www.mito-hollyhock.net/）

となりのまちからとなりのまちからとなりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイドイベントガイドイベントガイド

期　　日期　　日 開始時間開始時間 対戦相手対戦相手
9 月 18 日（ 土 ）13:00 カターレ富山
9月23日（木･祝）18:00 ファジアーノ岡山
10 月 ３ 日（日）13:00 愛媛FC
10 月 31 日（日）13:00 柏レイソル
11 月 14 日（日）17:00 コンサドーレ札幌
11 月 20 日（土）12:00 徳島ヴォルティス
11 月 28 日（日）13:00 ヴァンフォーレ甲府

土壌燻蒸薬剤の空き缶を回収します
　土壌消毒等に使用されている土壌燻

くん

蒸薬剤（Ｄ
－Ｄ、ドロクロール類）の空き缶を回収します。
■日　　時 ９月28日（火） 午前９時～午後３
時（正午から午後１時までを除く）
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 100円／缶（当日現金で徴収）
■搬入条件 ①缶の中を乾燥させて臭気を無く
す。②缶の上部と底部に直径10センチメー
トル以上の穴を開ける（当日会場に穴を開け
る道具を用意します）。※搬入条件が守られ
ない場合は回収しません。
■問 合 せ ＪＡひたちなか東海配送センター
（☎282-0203）

■対　　象 ①高等学校または中等教育学校を
平成23年３月に卒業見込みで、茨城キリス
ト教大学を第一志望とし、合格した場合は必
ず入学する②出願期間の最終日の１年前（平
成21年11月３日以前）から本人または保護
者が村内に住所を有し、村長および出身学校
長が責任を持って推薦できる③全体の評定平
均値が4.0以上④看護学に深い関心を持ち、
卒業後、地域の保健･医療･福祉の向上に貢献
しようとする――を満たす方（３人）
■試 験 日 11月13日（土）
■場　　所 茨城キリスト教大学
■選抜方法 小論文、面接試験等
■村長推薦受付 10月７日（木）から18日（月）ま
でに、必要書類を持参の上、保健センター（☎
282-2797）へ申し込みください。
■願書受付・問合せ 10月25日（月）から11月
４日（木）（必着）までに、村長推薦書とその
他の必要書類をそろえ、茨城キリスト教大
学入試広報部（〒319-1295 日立市大みか町
6-11-1 ☎0294-54-3212）へ申し込みくださ
い。※詳細は、茨城キリスト教大学ホームペー
ジ（http://www.icc.ac.jp/）をご覧ください。

　「東海スマートⅠＣ」は、平成２１年３月29日に本格運
用を開始し、８月20日（金）に予想を上回る早さで、延
べ利用台数が100万台を超えました。車でお出掛けの
際には、引き続き「東海スマートⅠＣ」をご利用ください。
■問 合 せ 建設水道部都市政策課都市整備担
当（内線1243）

「東海スマートⅠＣ」延べ利用台数が１００万台を突破 茨城キリスト教大学看護学部看護学科地域特定推薦入学試験
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夢は…。“政治家”
照沼小学校６年●西

にし か わ

川健
け ん た ろ う

太郎
　僕の夢は政治家になることです。
　僕は、今の日本の政治について話しているテレビを
よく見ています。テレビを見ながら、僕が大人になる
ころ、暮らしや教育や政治の仕組みはどのようになっ
ているだろうかといろいろ想像します。そして、日本
が今よりももっともっと良くなるように、政治家にな
りたいと思いました。政治家になって、少しでもみん
なの役に立ちたいと思います。
　僕は一人ひとりが夢を持って明るく精一杯生きてい
る社会、前向きに頑張れる社会、いじめやひきこもり
などがない社会にしていきたいです。そして「僕は日
本人です」と世界の人に胸を張って言えるような日本
にしたいです。
　そのために、僕自身いろいろなことから逃げずに挑
戦して、多くのことを学んでいきたいと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-114

親子遠足
お母さんと恐竜を見ているところを
描いてくれた茉友子ちゃん（５歳）。お
母さんも恐竜の大きさにびっくりして
いたそうです。家族でもよく旅行をす
るという茉友子ちゃん――旅行での出
来事を楽しそうに話してくれました。

ちびっこ
美術館

ちゃん
●阿

あ べ ま ゆ こ

部茉友子
おおぞら
保育園

あ べ ま ゆま ゆゆゆま ここ


